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その結果，エゴグラムのトータルエネルギー (TE)と大人の自我状態 （A)が高く ，批判的親 (CP)と自
由な子供 (FC)の自我状態の低い者の適性がすぐれていた。また， YG性格テストでは，情緒安定租極型である
Dタイプの者の適性が高く ，不適応型の B, Eタイプの者の適性が低かった。合成得点に基づく適性の高い群
と低い群の判別的中率は74％であ った。
I．はじめに



































k短大看設科12期生 (1984年入学） ：47人， 13




































A群 B群 c群 計
， 32 6 47 
7 38 10 55 
8 41 7 56 
， 44 6 59 
33 155 29 217 
生 ：1986年 9月， 15期生 ：1987年 4
月である。

















CP 47.2土 96 46.4士 9.5
NP 50.2士 86 50.2土 9.0
A 48.1士 9.3 45 5土 98 
FC 51 9土 9.0 53.4士 81 
AC 53 3士 9.0 54.6土 86 
TE 250. 7士243 250.1士21.8
I(+) 42.7士 8.0 46.5士 8.9
I(-) 50.5土 82 51.6士 9.3
u (+) 49.2士 99 48 6土 9.2 
U(-) 43.7士 80 46.0土 99 
注 平均値 士標準偏差を示す。ns:P >0.05 
C群 差の検定
47 4土 8.1 ns 
47 1士11.0 ns 
45 7士 94 ns 
54.6土 7.2 ns 
53.0士 94 ns 
247. 7士217 ns 
45.6士11.6 ns 
54.1士11.1 ns 
47 1土10.1 ns 








標準偏差 を求めた成紹である。 この表 2を基に
A, B, C群のエゴグラムと OKグラムを図示し
たものが図 1である。 いずれにも群による有意
の差はみられなか った。 しかし，傾向と して，
A群は C群に比較して保渡的親 (NP)，大人の



























1 (3 0) 
18(11 6) 














CP NP FC AC 
A 
u- U+ I+ I-
＼ 
＼ 
(Uは他者 ［は 自己 ＋は肯定 ーは否定）
図 1 群別 OKエゴグラム
表3 群別の YGテスト結果
YGタイ プ
B C D D E 
④⑤⑥ ⑦⑧⑨ ⑩ ⑪⑫ ⑬⑭⑮ 
4(12.1) 4 (12.1) 14(42.4) 10(30.3) 
゜10(6.5) 8 (5.2) 64(41 3) 55 (35. 5) 
゜5 (17.2) 1 (3.4) 6 (20 7) 12(41.4) 1 (3.4) 
ns ns ns ns ns 













































CZ・ 54以上 C2 41以上
Cl: 57以下 Cl. D型⑩
CZ: 58以上 Yll:YG C2: A型 C型，
C 1 : 244以下 テスト D型（⑩を除く ）
CZ: 245以上 C3: B型， E型
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CP 0.182 (0.870) 
NP 0.038 (0.196) 
A 0.134 (0.608) 
FC 0. 204 (0 967) 
AC 0. 013 (0 059) 
TE 0.210 (1 260) 
I(+) 0 150 (0 740) 
I(-) 0.069 (0.325) 
u (+) 0. 098 (0 504) 
u (-） 0 008 (0. 043) 



































FC TE I(+) YGテスト




判 別 占"ヽ 数
A群：こー0.1,C群： ＜ー01 A群： ;:;o,C群'<o
正しい判別人数 誤った判別人数 正しい判別人数 誤った判別人数
（％） （％） （％） （％） 
A群 25 (75.8) 8 (24.2) 24 (72.7) 9 (27 3) 


































己主張は控え 目にし ，内面的 自信はしっかり
ともっている ACの低いタイプを理想としてい
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ムの TEと Aが闇 <,CPとFCの低い者で
あった。 また， OKグラムでは I(＋）の低い
者であ った。
2 ・ YGテストでは，準型 と亜型を除いた Dタ
イプの者の適性が高く， B,Eタイ プの者の適
性が低かった。
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